
PC 桁のプレストレッシング 

 

管理図に対する判断とその処置 

管理図を描く主目的は、プレストレッシングに関する種々の作業工程が正常かどうかを客観的に

判断するための資料とすることである。したがって、データをグラフ化して、ただ眺めているにす

ぎなければ、単なる形式的なグラフにとどまる。このように、グラフ化しただけで、なんの処置も

とらなければ、緊張管理を行っているとはいいがたい。したがって、緊張管理図を品質管理のため

の管理図として役立たせるように工夫していくことが必要である。 
また、異常と認められる事態が発生した場合には、その原因を究明し、対策を講じる必要がある。 
（ａ）安全状態を示す管理図 

安全状態を示している管理図とは、次のようなものである。 
１）管理図に記入された点が管理限界内にあること。ただし、２０点に１点の割合以下では

管理限界外に出ても直ちに異常とは認めない。 
２）管理図上の点が中心線（μ線）のまわりに多く集まっていると同時に、それが適当に 
分散していること。 

３）上記２）の状態で、さらに限界線付近では非常にまばらにしか点のないこと。 
（コンクリート道路橋施工便覧(平成 10年 1月)より） 
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